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超高齢者およびその家族の生活支援とＱＯＬの向上
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生活支援とＱＯＬの向上
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対象者Aさん

Ｂ市に住むＡさんは、身長153cm、体重40kgの89歳の女性です。（BMI 17.09）
現在は、娘との二人暮らしです。

2

50代後半 変形性膝関節症

30年近く前の50代後半に、変形性膝関節症と診断されてから徐々に歩行が困難と
なりました。80代になってからは、起き上がることが困難となり、移動には車いすが必
須となりました。

Scuba-limp

Tosaka

原典：井上和彦・福島茂著 『ひざの痛い人が読む本』
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高血圧、心房細動、胃ポリープ

20年前から高血圧と心房細動で通院しています。また、10年前には、胃ポリープを
摘出しました。現在、症状は安定しています。

J. Heuser

心房細動の心電図

洞調律の心電図
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医学的治療内容

表の様な薬物治療を行っています。

■ 服薬内容

ノルバスク（５）１Ｔ／１×朝

ブロプレス（２）１Ｔ／１×朝

ロキソニンテープ（50）１日１回

ワーファリン（1）１Ｔ／１×夜

5

栄養面の状況

食事は、三食を自分で食べていて、介助の必要はありません。
たまに、朝、胃の違和感やむかつきなどを訴えて、朝食をとらないことがあります。

6



3

生活機能の評価

生活機能の評価は、表の様になっています。

■ 心身機能・身体構造 (Body Functions & Structures)

#歩行困難 #筋力低下 #便秘

■ 活動 (Activities)

歩行障害（室内歩行レベル）、入浴時介助を要する、食事は自分でと
ることができる。

■ 参加 (Participation)

介助なしでの家庭復帰は困難
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本人が訴えていること

Ａさんは、高齢による活動低下と変形性膝関節症の悪化による歩行困難を訴えてい
ます。
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本人や家族の願いと介護

Ａさんは、介護施設などを利用しないで、娘と楽しく暮らしていたいと思っています。
また、娘は、少し自分の時間が欲しいと願っています。

Ａさんの娘以外の子ども達は、遠くで暮らしているため介護は困難で、娘が介護者に
なっています。 9
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経済的な状況

老齢基礎年金を受給しています。
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福祉制度の利用状況

介護保険の「被保険者証」は、すでに交付されています。
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家屋改造や介護用機器

トイレは洋式で、車いすを使用するようになって、バリアフリーに改築しました。ただ、
設置費用が高額であるという理由で、手すりの設置は検討中です。
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5

居住地域の様子

近隣住民との関係は良好ですが、高齢者が多く住む地域です。近くに病院や医院
が無く、定期的に娘が車で２０分ほどの病院に連れて行くのですが、往診をお願いす
るときは、少し離れた開業医に電話でお願いをしています。

介護施設の利用は、本人もあまり望んでいないことだけでなく、現在50人ほどの待
ち状態にあり入所困難な状況です。 13

最近の生活の様子

排便は、１日１回ですが、最近は、少し便秘がちです。入浴は、介助が必要なため２
～３日に１回のペースで娘の介助で行っています。

家事を手伝うことができないため、娘に頼っています。 テレビや雑誌を見て一日を
過ごすことが多く、たまに訪ねてくる子供達と話をするのを楽しみにしています。 14

著作権表示

制作著作 Copyright © 2011 

「QOL向上を目指す専門職間連携教育用モジュール中心型カリキュラムの共同開発と実践」

（文部科学省 平成21年度 戦略的大学連携支援事業採択事業）

新潟医療福祉大学・埼玉県立大学・札幌医科大学・首都大学東京・日本社会事業大学

原案 Portions Copyright © 2011 

飯村菜穂子（新潟薬科大学）

QOL向上を目指す専門職間連携教育用教材

超高齢者およびその家族の

生活支援とＱＯＬの向上

15


